
地方税
28億 8,395 万円

地方交付税
24 億 1,712 万円

国県支出金
16 億 7,930 万円

町債
6億 114 万円

各種交付金
3億 4,453 万円

繰越金
3億 34 万円

使用料及び手数料
1億 4,228 万円

地方譲与税
1億 990 万円

その他
5億 3,894 万円
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　　　平成 22 年度と比べ 2億 2,861 万円の減少
【主な増減要因】（　）は前年度比
■地方交付税････････････＋ 1 億 1,942 万円（＋ 5.2％）
　普通交付税が 1億 1,732 万円増加

■国庫支出金････････････＋ 2 億 2,292 万円（＋ 26.6％）
　社会資本整備総合交付金が 1億 135 万円、安全安心な学校づくり交付金が１億 1,052 万円増加

■繰入金････････････････－ 6 億 6,428 万円（－ 93.7％）
大きく減少したのは基金の再編に伴う繰入金（7億 432 万円）。これを除くと実質的には退職手当基金
繰入金などが 4,000 万円増加
■町債･･････････････････････－ 8,773 万円（－ 12.7％）
　臨時財政対策費が 1億 783 万円減少

決
算
か
ら
見
る
、
町
の
財
政

特集１

平
成
23
年
度
決
算
報
告

90億 1,750万円　収入

収入

　

９
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
23
年
度

の
一
般
会
計
と
３
つ
の
特
別
会
計
、
2

つ
の
公
営
企
業
会
計
の
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の

主
な
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
収
入
額
は
90
億
１
千
750 

万
円
、
支
出
額
は
84
億
９
千
172
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
収
入
か
ら
支
出
を

差
し
引
い
た
額
か
ら
平
成
24
年
度
に
繰

り
越
す
必
要
が
あ
る
１
億
２
千
290
万
円

を
除
い
た
実
質
収
支
は
４
億
288
万
円
の

黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
１ 

億
５
千
万
円
を
基
金
に
積
み
立
て
、
残

り
の
２
億
５
千
288
万
円
を
平
成
24
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
第
５
次
総
合
計
画
の

初
年
度
で
あ
り
、「
輝
き
」「
安
全
安
心
」

「
心
の
豊
か
さ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｊ

Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整
備
事
業
な

ど
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、

医
療
や
福
祉
、
防
犯
、
防
災
な
ど
岡
垣

町
に
住
む
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
各
種

の
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
決
算
で
は
平
成
22
年
度

に
続
い
て
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
り
、

財
政
状
況
の
余
力
を
示
す
数
値（
経
常
収

支
比
率
）も
平
成
22
年
度
並
み
の
数
値
を

保
っ
て
い
ま
す
。

４
億
288
万
円
の
黒
字



補助費等
16億 8,214 万円

物件費
15 億 1,080 万円

人件費
13 億 6,145 万円

扶助費
13 億 7,130 万円

普通建設事業費
8億 1,048 万円

公債費
4億 9,146 万円

その他
2億 5,295 万円

繰出金
10 億 1,114 万円
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　84億9,172万円支
出

　

決
算
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
平
成
22

年
度
と
同
様
に
行
財
政
構
造
改
革
に
よ

る
経
費
削
減
な
ど
の
効
果
で
、
各
種
財

政
指
標
が
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
で
は
町
税
の
収
入
が
減

少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
国
の
施
策
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
と
さ

ら
な
る
経
費
削
減
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

岡
垣
町
は
昭
和
40
年
代
以
降
、
住

宅
団
地
の
開
発
な
ど
で
人
口
が
増
加
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
は
人
口

が
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
将
来
に
向
け

て
安
定
し
た
行
財
政
経
営
を
行
う
た
め

に
は
、
町
が
独
自
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
自
主
財
源
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
平
成
23
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

定
住
人
口
の
増
加
と
企
業
誘
致
を
推
進

し
、
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
等
整
備
事

業
な
ど
を
確
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
事

務
事
業
見
直
し
・
行
政
組
織
改
編
実

行
計
画
を
今
後
も
着
実
に
実
行
し
、
よ

り
効
率
的
な
行
財
政
経
営
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　平成 22年度と比べ 3億 2,405 万円の減少
【主な増減要因】（　）は前年度比
■人件費････････････････････－ 8,748 万円（－ 6.0％）
議員の報酬が 1,232 万円、職員の給与が 3,505 万円、退職手当が 6,323 万円減少

■扶助費････････････････････＋ 7,425 万円（＋ 5.7％）
児童手当は 4,012 万円減少しましたが子ども手当が 7,956 万円、自立支援事業費
が 2,942 万円増加
■普通建設事業費･････････＋ 3 億 1,069 万円（＋ 62.2％）
ＪＲ海老津駅南側道路等整備事業が 1億 3,986 万円、小中学校耐震化事業が 2億
1,643 万円増加
■積立金･････････････････－ 6 億 6,833 万円（－ 84.0％）
大きく減少したのは基金の再編に伴う元金積立金（7億 432 万円）。これを除く
と実質的には 4,299 万円増加

支出

　

４
億
288
万
円

実質
収支

こ
の
う
ち

１
億
５
千
万
円
を
基
金
に
積
み
立
て

２
億
５
千
288
万
円
を
平
成
24
年
度
に
繰
り
越
し

特
集
１

平成23年度
決算報告

将
来
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
す

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額
か
ら

平
成
24
年
度
に
繰
り
越
す
必
要
が
あ
る

１
億
２
千
290
万
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は

【町債と基金の状況】

町債

平成 21年度 53 億
8,665 万円

平成 22 年度 57 億
643 万円

平成 23 年度 59 億
1,440 万円

基金

平成 21 年度 53 億
7,657 万円

平成 22 年度 55 億
3,583 万円

平成 23 年度 57 億
6,942 万円

※土地開発基金などの定額運用基金を含む



浄化槽
【大きさ】

マイカー約１台分
【設置場所】
地下
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第
５
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た

■
荒
廃
森
林
の
再
生 

２
千
181
万
円

■
自
然
環
境
の
啓
発
な
ど 

132
万
円

■
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

74
万
円

■
資
源
ご
み
、
生
ご
み
回
収
奨
励
な
ど

968
万
円

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
太
陽
灯
の
設
置

609
万
円

　

平
成
23
年
度
は「
第
５
次
総
合
計
画
」の
１
年
目
の
年
で
す
。

　

３
つ
の
将
来
像
ご
と
に
、
主
な
事
業
の
成
果
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

■
海
岸
浸
食
対
策 

89
万
円

　

三
里
松
原
海
岸
の
浸
食
の
要
因
と
そ

の
対
策
を
探
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か

ら
３
年
間
、
九
州
大
学
と
九
州
共
立
大

学
に
調
査
を
委
託
し
、
平
成
23
年
度
は

そ
の
調
査
結
果
と
今
後
の
対
策
を
検
討

す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
、
芦
屋
町
と
共
同
で
協

議
会
を
設
立
し
、
対
策
実
施
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

輝　

き

自
然
の
恵
み
を
守
り
活
か
し
輝
く
ま
ち

豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
環
境
と
共
生

す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

自然環境の啓発など

■
浄
化
槽
設
置
の
補
助 

183
万
円

　

平
成
24
年
度
か
ら
下
水
道
区
域
外
で

の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
本
体
設
置

費
用
の
補
助
率
を
85
％
に
大
幅
に
引
き

上
げ
、
浄
化
槽
の
設
置
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

海岸浸食対策

■
新
規
就
農
者
の
支
援 

123
万
円

■
中
山
間
地
域
の
農
業
支
援１

千
163
万
円

■
排
水
機
場
の
整
備 

647
万
円

■
漁
業
の
支
援 

213
万
円

■
失
業
者
の
雇
用
対
策 

５
千
131
万
円

■
商
工
会
の
支
援 

１
千
848
万
円

■
商
工
業
者
の
資
金
調
達
を
支
援

５
千
241
万
円

■
企
業
の
誘
致
活
動 

608
万
円

■
観
光
施
設
の
維
持
管
理 

848
万
円

■
観
光
の
Ｐ
Ｒ
な
ど 

187
万
円

地
の
恵
み
・
地
の
利
を
活
か
し
た
活

力
あ
る
産
業
を
育
て
ま
す

企業の誘致活動
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■
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
な
ど
の
整
備

 

１
億
９
千
382
万
円

　

平
成
23
年
度
は
平
成
21
年
度
に
策
定

し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
海
老
津
白

谷
線
道
路
の
一
部
施
工
、
駅
南
側
広
場

の
実
施
設
計
、
地
下
自
由
通
路
の
詳
細

設
計
を
行
い
ま
し
た
。

■
排
水
路
の
整
備 

６
千
525
万
円

■
町
営
住
宅
の
維
持
管
理 

１
千
658
万
円

■
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
策
定411

万
円

■
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
の
運
営６

千
883
万
円

■
公
共
交
通
の
利
用
促
進 

509
万
円

安
全
安
心

み
ん
な
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

み
ん
な
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

【JR海老津駅南側道路等整備事業の取り組み経過】

平成 21年度 ○海老津白谷線道路等整備基本計画策定

平成 22年度

○基本計画を基に住民説明会を開催
○ 基本計画を都市計画審議会で都市計画決
定
○ 海老津白谷線道路実施設計・駅南側広場
基本設計・地下自由通路予備設計

ＪＲ海老津駅地下自由通路の完成イメージ（駅北側からの眺望）

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行４

千
129
万
円

　

ダ
イ
ヤ
改
正
や
時
刻
表
の
携
帯
版
作

成
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や

す
い
も
の
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援３

千
566
万
円

■
い
こ
い
の
里
の
運
営 

６
千
482
万
円

■
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進 

128
万
円

【コミュニティバスの取り組み経過】

平成 21年度 ○低床バス２台を導入

平成 22年度

○ 第２次公共交通体系整備計画に基づき、３路線から新たな地域を
含め４路線に再編し、実証運行を開始
○ コミュニティバスと路線バスの運賃格差是正（路線バス運賃を町
内全域 150 円均一に変更）

平成 23年度 ○実証運行を継続して実施

平成 24年度
○４月から運賃を 150 円とし、路線バスとの運賃を統一
○  10 月からジャンボタクシー車両の運行を２台から３台に増やし
て、１日当たり 14便を増便

み
ん
な
が
健
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

コミュニティバスの運行住民の健康づくりの推進
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■
乳
幼
児
へ
の
感
染
症
予
防
対
策
の
実 

　

施 

３
千
326
万
円

■
子
宮
頸け
い
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
な 

　

ど
の
実
施 

５
千
125
万
円

■
こ
ど
も
未
来
館
の
運
営 

１
千
191
万
円

■
乳
幼
児
の
医
療
費
を
負
担８

千
628
万
円

■
子
ど
も
手
当
の
給
付５

億
８
千
958
万
円

■
届
出
保
育
所
保
育
料
の
支
援 

363
万
円

　

経
済
的
支
援
と
待
機
児
童
の
解
消
を

目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
新
た

に
届
出
保
育
施
設
保
育
料
補
助
制
度
を

設
け
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
月
額
保

育
料
の
一
部
補
助（
３
歳
未
満
１
万
円
、

３
歳
以
上
５
千
円
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
保
育
所
の
運
営
な
ど２

億
２
千
933
万
円

■
民
間
保
育
所
へ
の
運
営
委
託４

千
126
万
円

■
学
童
保
育
所
の
運
営 

３
千
94
万
円

　

児
童
の
健
全
育
成
と
共
働
き
家
庭

の
就
労
支
援
を
行
う
た
め
、
指
定
管
理

者
に
委
託
し
て
学
童
保
育
所
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
田
小
学
校

の
児
童
数
の
大
幅
増
に
伴
い
、
平
成
22

年
度
か
ら
新
た
に
山
田
第
二
学
童
保
育

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
外
国
語
指
導
助
手
の
招
致 

480
万
円

■
英
会
話
講
師
の
授
業
実
施 

411
万
円

■
小
中
学
校
給
食
の
実
施 

５
千
771
万
円

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を
負
担

１
千
971
万
円

■
障
害
児
学
童
保
育
の
実
施 

990
万
円

■
重
度
障
害
者
の
医
療
費
を
負
担

７
千
35
万
円

■
私
立
幼
稚
園
の
就
園
支
援７

千
243
万
円

■
防
犯
対
策
の
推
進 

85
万
円

■
防
犯
灯
の
整
備 

783
万
円

■
が
ん
検
診
な
ど
の
実
施 
２
千
353
万
円

■
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

349
万
円

■
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
実
施３

千
207
万
円

■
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定 

147
万
円

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

１
千
402
万
円

■
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援 

441
万
円

■
障
害
福
祉
計
画
な
ど
の
策
定 

210
万
円

■
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

３
億
３
千
868
万
円

■
障
害
者
へ
の
生
活
支
援 

２
千
130
万
円

■
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
の
策
定

25
万
円

■
町
道
の
歩
道
整
備 

３
千
317
万
円

■
乳
幼
児
・
妊
産
婦
健
康
診
査
の
負
担

２
千
561
万
円

　

母
子
と
も
に
健
康
で
安
全
な
出
産
が

で
き
る
よ
う
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
妊

婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
を
３
回
か
ら

14
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
県
外
里
帰

り
受
診
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

防犯灯の整備

心
の
豊
か
さ

地
域
を
愛
し
、
心
豊
か
な
人
が
育
つ
ま
ち

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
心

豊
か
に
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

障害福祉計画などの策定

乳幼児・妊産婦健康診査の負担

こども未来館の運営

平成 22年度新設の山田第二学童保育所
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■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

669
万
円

■
自
治
公
民
館
活
動
の
支
援
な
ど

１
千
65
万
円

■
職
員
の
研
修 

163
万
円

■
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
新
規
開
発707

万
円

■
県
知
事
・
県
議
会
議
員
、
町
議
会
議 

　

員
の
選
挙
の
実
施 

１
千
362
万
円

計
画
の
推
進

そ
の
ほ
か

そのほかの会計の決算
【特別会計】

会計名 収　入 支　出 差　引

国民健康保険
事業

36億
8,022 万円

36 億
5,123 万円 2,899 万円

後期高齢者
医療

4億
6,318 万円

4億
5,553 万円 765 万円

住宅新築資金
等貸付事業 227 万円 77 万円 150 万円

【公営企業会計】

会計区分 収　入 支　出 差　引

水道事業
収益的収支 4億 7,269 万円 4億 6,328 万円 941 万円

資本的収支 1億 4,700 万円 3億 3,411 万円

下水道事業
収支的支出 7億 5,493 万円 7億　553 万円 4,940 万円

資本的収支 3億 7,784 万円 7億 2,077 万円

※税抜きの金額です。資本的収支の不足額は公営企業に保留している資金で補っています

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
へ

特
集
１

平成23年度
決算報告

■
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど

２
億
３
千
120
万
円

　

平
成
23
年
度
は
、
岡
垣
中
学
校
校
舎
・

戸
切
小
学
校
校
舎
・
海
老
津
小
学
校
体

育
館
の
耐
震
補
強
工
事
、
海
老
津
小
学

校
校
舎
・
内
浦
小
学
校
体
育
館
の
耐
震

診
断
、
吉
木
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強

設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
吉
木
小
学
校
校
舎

の
耐
震
補
強
工
事
の
ほ
か
、
戸
切
小
学

校
・
山
田
小
学
校
・
吉
木
小
学
校
・
岡

垣
中
学
校
の
体
育
館
と
岡
垣
東
中
学
校

校
舎
の
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
運
営

２
億
２
千
314
万
円

■
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
改
修２

千
668
万
円

■
公
民
館
講
座
の
実
施 
375
万
円

■
国
際
交
流
協
会
へ
の
支
援
な
ど

１
千
326
万
円

■
上
田
市
と
の
児
童
交
流 

236
万
円

■
ま
つ
り
岡
垣
の
支
援 

638
万
円

■
春
ま
つ
り
の
支
援 

181
万
円

■
人
権
の
啓
発
な
ど 

169
万
円

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進 

49
万
円

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
個
性
あ
ふ
れ

る
人
材
を
育
て
ま
す

【小中学校の耐震補強の取り組み状況】
校　舎 体育館

内浦小 ●完了（H20） ◎診断の結果
耐震補強は不要（Ｈ 23）

海老津小 ◎ 診断の結果耐震補強は
不要（H23） ●完了（H23）

戸切小 ●完了（H23） ○耐震診断の結果待ち（H24）

山田小 ◎  H13 建築のため耐震
補強は不要 ○耐震診断の結果待ち（H24）

吉木小 ●完了（H24） ○耐震診断の結果待ち（H24）
岡垣中 ●完了（H23） ○耐震診断の結果待ち（H24）

岡垣東中 ○耐震診断の結果待ち
　（H24） ◎ S58 年建築のため耐震補強は不要

小中学校の耐震補強工事など
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【①　岡垣町の主な財政指標】
住基人口（平成 24年 3月 31 日現在） 32,411 人
経常収支比率（％） 86.8

うち 人件費（％） 18.8
物件費（％） 18.5
扶助費（％） 5.9
補助費（％） 23.0
公債費（％） 7.4

財政健全化判断比率

実質赤字比率（％） ―
連結実質赤字比率（％） ―
実質公債費比率（％） 4.9
将来負担比率（％） ―

資金不足比率 水道事業（％） ―
下水道事業（％） ―

財政力指数 0.55

お
か
先
生
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
岡

垣
町
の
決
算
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。い

い
よ
、
が
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
。
じ
ゃ

あ
、
平
成
23
年
度
の
決
算
を
財
政
の
指

標
な
ど
を
見
な
が
ら
勉
強
し
て
み
よ
う

ね
。８

月
に
勉
強
し
た
と
き
に
、
町
の
財

政
は
、
そ
の
状
況
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な

指
標
で
判
断
さ
れ
る
っ
て
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
け
ど
、
平
成
23
年
度
の
岡
垣

町
の
決
算
の
指
標
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
ん
で
す
か
？

主
な
も
の
と
し
て
、
右
下
の
表
①
の

よ
う
な
財
政
の
指
標
が
公
表
さ
れ
て
い

る
よ
。

　決算から学ぶ、岡垣町のまちづくりと財政！
～「おか」先生と「がっきー」ちゃんの決算のはなし～

　まちづくりと財政のはなしを、中学校の社会科の「おか」先生とその生徒「がっきー」
ちゃんのはなしを通して、分かりやすく説明していきます。

財
政
の
指
標
と
は
？

【登場キャラクターの紹介】

「おか」先生
中学校の社会科の
男の先生

「がっきー」ちゃん
中学３年生の女の子

特
集
２

さ
ま
ざ
ま
な
数
値
が
あ
る
ん
で
す

ね
？岡

垣
町
の
財
政
が
良
好
な
の
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
平
成
23
年

度
の
財
政
指
標
の
数
値
を
、
県
内
の
類

似
団
体
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
い
こ
う

ね
。類

似
団
体
っ
て
、
岡
垣
町
に
近
い
人

口
と
産
業
構
造
を
持
つ
団
体
の
こ
と
で

し
た
よ
ね
。

そ
の
と
お
り
。
よ
く
覚
え
て
い
た

ね
。
今
回
は
県
内
の
類
似
団
体
の
中
で

も
、
岡
垣
町
と
同
じ
人
口
３
万
人
以
上

の
団
体
６
町
と
比
較
し
て
み
る
よ
。

類
似
団
体
と
の
比
較

各
町
の
経
常
収
支
比
率
が
左
の
グ

ラ
フ
②
だ
よ
。
こ
の
比
率
は
ど
の
程
度
、

毎
年
の
固
定
経
費
が
掛
か
っ
て
い
る
か

を
示
す
数
値
な
ん
だ
。
こ
の
表
を
見
る

と
、
岡
垣
町
の
経
常
収
支
比
率
は
ほ
か

の
団
体
と
比
べ
て
低
い
こ
と
が
分
か
る

よ
ね
。
中
で
も
岡
垣
町
は
、
人
件
費
と

公
債
費
の
比
率
が
特
に
低
い
こ
と
は
、

８
月
に
勉
強
し
た
よ
ね
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
と
ど
う
な

る
ん
で
す
か
？

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
の
は
、
財

政
状
況
に
余
力
が
な
く
な
る
こ
と
を
示

す
ん
だ
。
が
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
の
生
活
に

経
常
収
支
比
率
の
比
較

86.8％ 86.1％ 84.6％ 

90.4％ 
94.5％ 92.3％ 

89.0％ 

50.0％ 

55.0％ 

60.0％ 

65.0％ 

70.0％ 

75.0％ 

80.0％ 

85.0％ 

90.0％ 

95.0％ 

100.0％ 

岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町
経常収支比率（％）

【②　県内類似団体との比較（経常収支比率）】
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例
え
る
と
、
食
費
や
光
熱
費
な
ど
が
生

活
に
必
要
な
固
定
経
費
な
ん
だ
。
で
も
、

そ
の
固
定
経
費
の
割
合
が
高
く
な
る

と
、
洋
服
や
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
た
り
、
映
画

を
見
に
行
っ
た
り
す
る
お
金
に
余
裕
が

無
く
な
る
よ
ね
。
だ
か
ら
、
こ
の
比
率

が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
経
常
経
費

の
削
減
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
だ
よ
。

じ
ゃ
あ
次
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
に
は
４
つ

の
指
標
が
あ
る
ん
だ
よ
。
岡
垣
町
の
そ

れ
ぞ
れ
の
数
値
は
左
の
表
③
の
通
り
だ

よ
。
１
つ
目
の
実
質
赤
字
比
率
は
、
一

般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
状
況
を
表
す
も

の
だ
よ
。
２
つ
目
の
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
、
下
水
道
会
計
な
ど
の
特
別
会
計

も
含
め
た
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
の
状

況
を
表
す
も
の
な
ん
だ
。

岡
垣
町
は「
－
」に
な
っ
て
い
ま
す

け
ど
？岡

垣
町
は
す
べ
て
の
会
計
で
赤
字

が
無
い
か
ら「
－
」な
ん
だ
よ
。
健
全
な

財
政
状
況
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
よ

ね
。右

下
の
グ
ラ
フ
④
で
は
、
岡
垣
町
の

実
質
公
債
費
比
率
が
、
ほ
か
の
団
体
に

比
べ
て
低
い
数
値
だ
け
ど
、
こ
の
比
率

は
ど
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
か
？

実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会
計
な

ど
が
負
担
す
る
町
債
の
返
済
額
の
比
率

を
表
す
も
の
な
ん
だ
よ
。

町
債
の
返
済
は
、
家
や
車
の
ロ
ー
ン

を
返
済
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
、
こ
の
比
率
が

低
い
の
は
、
良
好
な
数
値
な
ん
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。
が
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
の

家
で
考
え
て
み
て
も
、
毎
月
の
ロ
ー
ン

の
返
済
額
が
大
き
け
れ
ば
家
計
が
苦
し

く
な
る
よ
ね
。
起
債
は
各
団
体
で
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
が
あ
っ
て
行
う
も
の
だ
か

ら
、
一
概
に
高
け
れ
ば
悪
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
け
れ
ど
、
町
債
の
返
済
額

は
毎
年
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
固
定
経

費
だ
か
ら
、
こ
の
比
率
が
低
い
と
い
う

こ
と
は
良
い
数
値
だ
と
言
え
る
よ
。
岡

垣
町
は
ほ
か
の
団
体
と
比
べ
て
も
低
い

数
値
に
な
っ
て
い
る
し
、
平
成
22
年
度

の
決
算
と
比
べ
て
も
、
さ
ら
に
0.9
％
も

数
値
が
低
く
な
っ
た
ん
だ
よ
。

右
下
の
グ
ラ
フ
⑤
の
将
来
負
担
比

率
に
、
数
値
が
無
い
の
は
ど
う
し
て
で

す
か
？将

来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計
な
ど

が
将
来
負
担
す
る
負
債
の
比
率
を
表
し

た
も
の
だ
よ
。

町
債
な
ど
の
借
入
金
も
将
来
負
担

す
る
負
債
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
か
？

が
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
の
言
う
と
お
り
、

町
債
な
ど
の
残
高
も
将
来
負
担
す
べ
き

負
債
だ
と
言
え
る
ね
。
将
来
負
担
比
率

は
、
町
債
の
返
済
を
は
じ
め
、
今
後
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
か
ら
、
そ

れ
ら
を
返
済
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
今
後
収
入
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や

現
在
積
み
立
て
を
し
て
い
る
基
金
な
ど

を
差
し
引
い
た
実
質
的
に
将
来
負
担
す

る
額
の
比
率
を
示
し
た
数
値
な
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
数
値
が
無
い
と
い
う
こ
と

は
、
岡
垣
町
は
負
債
よ
り
も
今
後
見
込

ま
れ
て
い
る
収
入
や
基
金
な
ど
の
方
が

多
い
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ね
。
こ
の
こ

特
集
２

決算から学ぶ、岡垣町
のまちづくりと財政！

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
比
較

実
質
公
債
費
比
率
の
比
較

将
来
負
担
比
率
の
比
較

【③　財政健全化判断比率】

単位：％ 岡垣町 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字比率 ― 14.41 20.00

連結実質赤字比率 ― 19.41 30.00

実質公債費比率 4.9 25.0 35.0

将来負担比率 ― 350.0

【早期健全化基準】俗に言うイエローカード（警告）。基準を
超えた場合、早期健全化計画を作り、自主的に改善する必
要がある。
【財政再生基準】俗に言うレッドカード（財政再生団体）。基
準値を超えた場合、財政再生計画を作り、国などが関与し
て確実に再生に取り組まなければならない。

4.9% 5.6%

9.4%

18.8%

13.0%

9.8%
7.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町

実質公債費比率（％）

【④　県内類似団体との比較（実質公債費比率）】

38.0%

67.4%
54.6%

106.3%

30.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町

将来負担比率（％）

【⑤　県内類似団体との比較（将来負担比率）】
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と
も
健
全
な
財
政
状
況
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
よ
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
次
に

左
の
グ
ラ
フ
⑥
の
町
債
や
基
金
の
残
高

を
見
て
み
よ
う
。

ほ
か
の
団
体
と
比
べ
る
と
、
岡
垣
町

の
町
債
残
高
は
、
す
ご
く
少
な
い
ん
で

す
ね
。そ

う
だ
ね
。
予
算
の
は
な
し
を
し
た

時
に
、
平
成
22
年
度
決
算
で
住
民
一
人

当
た
り
の
町
債
残
高
の
額
が
県
内
で
一

番
少
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
よ
う
に
、

岡
垣
町
は
す
ご
く
町
債
の
残
高
が
少
な

い
ん
だ
。
そ
れ
に
左
下
の
グ
ラ
フ
⑦
の

町
債
と
基
金
の
残
高

町
債
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
占
め
る
割
合
が
す
ご
く
高

い
ん
だ
よ
。

臨
時
財
政
対
策
債
っ
て
何
で
す
か
？

国
の
財
政
事
情
で
、
地
方
交
付
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
る
べ
き
財
源
が

足
り
な
い
場
合
に
、
そ
の
一
部
を
町
債

に
替
え
て
い
る
も
の
な
ん
だ
。
臨
時
財

政
対
策
債
の
返
済
に
必
要
な
財
源
は
、

次
年
度
以
降
の
地
方
交
付
税
で
、
町
に

収
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

よ
。
こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
が
岡
垣
町

の
町
債
残
高
の
内
65
・
３
％
を
占
め
て

い
る
ん
だ
よ
。

じ
ゃ
あ
、
岡
垣
町
が
自
ら
起
債
し
た

町
債
の
残
高
は
、
全
体
の
34
・
７
％
し

か
無
い
っ
て
こ
と
で
す
か
？

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
そ
れ
だ
け
岡
垣

町
が
独
自
に
起
債
し
た
町
債
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
だ
ね
。

町
債
が
少
な
い
の
は
す
ご
く
い
い

こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

自
治
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

特
性
が
あ
る
か
ら
、
町
債
の
残
高
だ
け

で
一
概
に
良
い
、
悪
い
と
は
言
え
な
い

け
ど
、
岡
垣
町
の
町
債
残
高
が
少
な
い

の
は
、
目
的
に
応
じ
て
国
の
財
政
措
置

な
ど
も
考
え
な
が
ら
、
最
小
限
の
起
債

で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た

成
果
だ
と
言
え
る
と
思
う
よ
。

今
日
教
え
て
も
ら
っ
た
財
政
指
標

を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
の

数
値
は
良
好
だ
し
、
岡
垣
町
の
財
政
は

大
丈
夫
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き

た
指
標
か
ら
見
る
と
、
岡
垣
町
は
良
好

な
財
政
状
況
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
る

と
思
う
よ
。
で
も
、
一
方
で
課
題
も
あ

る
ん
だ
よ
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

岡
垣
町
は
自
主
財
源
比
率
が
高
く

な
い
ん
だ
よ
。
右
下
の
表
⑧
を
見
て
ご

ら
ん
。
今
回
比
較
し
た
類
似
団
体
の
中

で
は
最
も
自
主
財
源
比
率
が
低
い
数
値

に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
よ
ね
。

自
主
財
源
比
率
は
町
が
自
分
で
得
る

お
金
の
こ
と
で
、
依
存
財
源
は
国
や
県

か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と
で
し
た

ね
。そ

の
と
お
り
だ
よ
。
自
主
財
源
は
、

住
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税
金
や

施
設
を
使
う
と
き
の
使
用
料
な
ど
だ

ね
。
依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
や
国
、

県
か
ら
の
補
助
金
や
町
債
な
ど
だ
よ
。

収
入
全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合

を
自
主
財
源
比
率
と
言
う
ん
だ
よ
。

自
主
財
源
比
率
が
低
い
と
ど
ん
な

問
題
が
あ
る
ん
で
す
か
？

住
民
の
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し

た
財
源
が
必
要
だ
よ
ね
。
で
も
、
自
主

財
源
比
率
が
低
け
れ
ば
、
地
方
交
付

税
な
ど
の
依
存
財
源
の
増
減
に
、
町
の

収
入
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
ん

だ
。
そ
れ
に
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
は
使
い
道
が
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
比
較

5,729,418 11,059,680 3,275,941 2,723,992 1,640,421 4,894,974 3,168,046

5,874,396

10,893,576
9,179,847

10,379,832 9,946,038

14,175,914

9,990,809

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町

単位：千円

積立基金残高 町債残高

【⑥　県内類似団体との比較（基金と町債の残高）】

3,836,968 4,932,204 4,956,291 4,570,838 4,687,253 3,601,119 3,775,775

2,037,428

5,961,372
4,223,556 5,808,994 5,258,785

10,574,795

6,215,034

0 

2,000,000 

4,000,000 

6,000,000 

8,000,000 

10,000,000 

12,000,000 

14,000,000 

16,000,000 

岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町

単位：千円

臨時財政対策債 その他の町債

【⑦　県内類似団体との比較（町債の内訳）】

【⑧　自主財源と依存財源の状況】

自治体名 自主財源
比率（％）

依存財源
比率（％）

岡垣町 42.7 57.3

那珂川町 53.5 46.5

志免町 50.9 49.1

粕屋町 58.7 41.3

宇美町 45.1 54.9

苅田町 71.9 28.1

篠栗町 43.1 56.9

※基金と町債の残高は平成 23年度地方財政状況調査による

※町債の残高は平成 23年度地方財政状況調査による
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特
集
２

決算から学ぶ、岡垣町
のまちづくりと財政！

が
多
い
か
ら
、
自
主
財
源
比
率
が
低
い

と
、
町
が
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
使
え

る
財
源
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ん
だ
よ
。

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
町
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
が
出
来
た
り
、
財
政
の
安
定

に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。そ

の
と
お
り
だ
よ
。
だ
か
ら
、
自
主

財
源
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
ん

だ
。
自
主
財
源
比
率
と
同
じ
よ
う
な
指

標
に
、
左
の
グ
ラ
フ
⑨
の
財
政
力
指
数

が
あ
る
ん
だ
。
こ
の
指
数
は
、
そ
の
団

体
の
財
政
力
を
示
す
数
値
で
、
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
こ
と

を
示
す
ん
だ
よ
。

類
似
団
体
と
比
べ
て
、
高
い
と
は
言

え
な
い
数
値
で
す
ね
。

岡
垣
町
に
は
大
き
な
工
場
が
無
い

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
法
人
税
な
ど
の
収
入

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
ん
だ
。

最
後
に
平
成
23
年
度
の
決
算
か
ら

分
か
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の
決
算
は
、
平
成
22
年

度
に
引
き
続
い
て
単
年
度
収
支
が
黒
字

に
な
っ
た
し
、
経
常
収
支
比
率
も
前
年

度
並
み
の
数
値
を
保
っ
て
い
て
、
財
政

指
標
の
数
値
か
ら
見
て
も
健
全
な
財
政

状
況
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
る
と
思
う

よ
。経

常
経
費
の
削
減
や
自
主
財
源
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
ん
で
す
か
。

経
常
経
費
は
、
人
件
費
の
削
減
や
、

外
部
評
価
を
行
っ
て
公
共
施
設
の
管
理

方
法
を
見
直
す
こ
と
に
よ
る
経
費
の
削

減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
よ
。

自
主
財
源
の
状
況
は
ど
う
な
ん
で

す
か
？自

主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

町
税
は
、
わ
ず
か
に
減
少
し
て
い
る
よ
。

こ
れ
か
ら
も
減
少
し
て
い
く
ん
で

す
か
？は

っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
言
え
な

い
け
ど
、
町
税
は
近
年
減
少
傾
向
に
あ

る
か
ら
ね
。
そ
れ
に
平
成
23
年
度
は
、

人
口
が
減
少
に
転
じ
た
ん
だ
。
今
後
の

税
収
に
影
響
が
で
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
よ
ね
。

岡
垣
町
は
健
全
な
財
政
状
況
を

保
っ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
か
？

ま
ず
は
、
今
後
も
計
画
に
基
づ
い
て
、

さ
ら
に
経
常
経
費
を
減
ら
す
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
支
出
を
減
ら
せ
ば
、

収
入
が
減
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
に
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

よ
。
が
っ
き
ー
ち
ゃ
ん
も
食
費
を
節
約

す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
食
費
を
無
く

す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
病
気
に

な
っ
た
と
き
の
医
療
費
も
必
ず
必
要
だ

よ
ね
。
特
に
近
年
は
、
自
然
災
害
が
多

発
し
た
り
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
ん
だ
り
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な

中
で
、
防
災
対
策
や
住
民
生
活
に
必
要

な
医
療
、
福
祉
な
ど
に
必
要
な
経
費
は

増
加
し
て
い
る
ん
だ
。

だ
か
ら
安
定
し
た
行
財
政
経
営
を

し
て
い
く
た
め
に
自
主
財
源
を
確
保
す

る
取
り
組
み
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

そ
う
だ
ね
。
住
民
が
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み
が
す

ご
く
大
切
な
ん
だ
よ
。

岡
垣
町
は
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
ん
で
す
か
？

将
来
に
向
け
て
自
主
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
岡
垣
町
で
は
定
住
人
口

の
増
加
と
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
ん
だ
。

そ
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側

の
開
発
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
構
築
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
と
お
り
だ
よ
、
が
っ
き
ー
ち
ゃ

ん
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
将
来
の

健
全
な
行
財
政
経
営
の
た
め
に
必
要
な

も
の
な
ん
だ
。
今
後
も
平
成
23
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
く

か
ら
、
何
か
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
い
つ
で
も
一
緒
に
勉
強
し
よ
う
よ
。

は
い
。
先
生
、
今
日
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
へ

平
成
23
年
度
決
算
の
ま
と
め

財
政
運
営
の
課
題

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

0.550 
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岡垣町 那珂川町 志免町 粕屋町 宇美町 苅田町 篠栗町

財政力指数

【⑨　県内類似団体との比較（財政力指数）】


